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くみあいニュース山口大学教職員組合（2020年４月 13日 Monday） 

第 219号（2018 年度-第 27号）／電話：083-933-5034・メール：fuy-union@ma4.seikyou.ne.jp 

 

“COVID-19”への対応について緊急申入れ（4/10） 
止まるところを知らない新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の感染者拡大のもと、

本日 4月 13日、山口大学でも新学期の授業が吉田地区で開始されましたが、これを前にし

て山口大学教職員組合は 4月 10日（金）、学長宛に「新型コロナウイルス感染症（COVID-

19）の感染者拡大・大都市圏等での緊急事態宣言発出を踏まえた対応について（緊急申入

れ）」との申入書（３頁～４頁に掲載）を提出しました。 

これは、山口県は下関市、山口市・周南地域等での感染者確認はあるものの、全体としては都市部等のよ

うな形で経路不明の感染者が続発していないということで、山口大学の教職員・学生はもとより、「大学執行

部」の中での COVID-19 への危機感が全体としては弱いのではないかという認識を踏まえて、より抜本的な

危機回避策を行うための提案を 11項目の要望として提示したものです。 

 

「自分は、山口は大丈夫」では危険～急がれる危機感伝わる対応 

前後して山口大学は WEB 上で岡正朗学長が「新型コロナウイルス感染症への注意」を呼び

かけた他、10日付けでの「注意喚起」を第 11報に更新するなどして対応を強めています。共

通教育棟では、組合の要望もあってか、13日には貼り紙や学長の呼びかけ文なども掲示さ

れ、学生への徹底が図られ始めています。また、生協の経営する学生食堂ではすでに入口直ぐ

に生協理事長からのよびかけが貼り出され、食堂内の椅子は一つ置きに「使用禁止」として✕

マークが表示される等、対策が講じられています。 

 

しかし、教員のなかから以下のような不安の声があがっています。 

全教職員配布 

☞☞「本当に授業始めて大丈夫？」 

全国ほとんどの大学が授業開始を大幅に遅らせているにもかかわらず、この状況で授業を始めることに

は、率直にいってとまどいと、何より不安を禁じえません。学部によっては開始時期を遅らせたところもあるよう

ですが、そうであればなおさら、吉田地区で 13日を授業開始日とすることに妥当性があるのでしょうか。教職

員も学生も不安だらけのままで、「この方針で乗り切ろう」と皆の意思が統一された状態とはとてもいえないの

ではないでしょうか。要は大学としてのガバナンスの問題でしょう。（T） 

☞「学生に呼びかけが届いていない」 

 昨日、非常事態宣言発令中の都市域に滞在した学生は自宅待機をするよう、呼びかけがあったところで

す。が、驚いたのは、本日午後にあった共通教育の講義で、出席していた学生の１割以上もが「都市域に滞在

していた」と手を挙げたことです。HPを見てもいないし、所属学部からの指導も受けていないようです。大学と

しても、直接学生に指導が行き届く工夫を早急にしてほしいところです。また雨が降り、風もあったからでしょう

か、窓を閉め切ったままのクラスあるいは入口は開放していても反対側は締め切ったままの教室があったの

も気になったところでした。（M） 
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山口大学学長からの学生向けメッセージ（2020年 4月 10日） 
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組合からの申し入れ（2020年 4月 10日） 
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